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●人口14,375人（先月比－9）男7,205人 女7,170人
●世帯数5,652世帯（先月比－8）●外国人登録者数799人

VOL.75

浅
間
山
を

　
　

観
測
す
る

浅
間
山
の
観
測
が
開
始
さ
れ
た
の
は
明
治
44
年（
１
９
１
１
年
）の
こ
と

で
、
黒
斑
山
の
火
口
底
に
あ
た
る
湯
の
平（
標
高
２
、０
０
０
ｍ
）に
、
日
本

初
の
火
山
観
測
所「
浅
間
火
山
観
測
所
」が
開
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
観
測
の
歴
史
も
お
よ
そ
一
世
紀
に
も
及
ぼ
う
と
い
う
今
日

で
あ
る
。

東
京
帝
国
大
学
大
森
房
吉
博
士
は
、「
火
山
噴
火
は
多
く
の
場
合
、
多
少

前
知
で
き
う
る
も
の
で
、
活
火
山
に
観
測
所
を
建
設
し
て
不
断
の
観
測
を

す
る
こ
と
が
最
も
必
要
で
あ
る
」と
述
べ
、
長
野
測
候
所
長
の
西
澤
順
作
測

候
技
師
と
と
も
に
浅
間
火
山
観
測
所
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
そ
れ
は
、
我

が
国
の
本
格
的
な
火
山
研
究
の
始
ま
り
を
告
げ
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
湯
の
平
観
測
所
は
、
火
山
観
測
に
は
適
地
で
あ
っ
た
が
、
標

高
２
、０
０
０
ｍ
と
い
う
気
候
条
件
や
、
噴
火
で
の
噴
石
落
下
の
危
険
性
な

ど
、
諸
条
件
か
ら
閉
所
と
な
り
、
大
正
12
年（
１
９
２
３
年
）安
全
性
な
ど

の
確
保
さ
れ
る
追
分
に
移
転
、
気
象
庁
軽
井
沢
測
候
所
の
前
身
と
な
っ
た
。

一
方
、
峰
の
茶
屋（
１
、４
０
６
ｍ
）に
は
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
の
付

属
施
設
と
し
て
、
浅
間
火
山
観
測
所
が
昭
和
８
年（
１
９
３
３
年
）に
設
け

ら
れ
、
今
日
ま
で
不
断
の
観
測
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

東大地震研究所の創立期のメンバー
（中央に「災害は忘れた頃にやってくる」の
名言で知られる科学者の寺田寅彦の姿も
みえる）

■8月31日（日）までお見のがしなく！　■浅間縄文ミュージアム企画展示室

企画展 “浅間山 謎の大噴火”

日本初の火山観測所「浅間火山観測所」
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